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概要

FORSETI：FORensic autopsy System for E-courT Instruments

LMML ファイルのブラウジングとオーサリングを
管理する視覚分析環境

THEMIS：THeoret ical  Est imat ion of  Meaning of  InsultS

LMML ファイルに含まれる創傷画像の
意味的な類似度を分析するサブシステム

　法医解剖への貢献
    法医は仮説と検証を繰り返して法医解剖を
    行うことで見落としのない解剖が可能

　電子裁判への貢献
    電子裁判では裁判官や裁判員らが，当該案件を
    過去の判例と比較分析しながら，審理と量刑の
    検討を繰り返すことで，より科学的な裁判が可能
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図１ LMML を用いた計算法科学の視覚解析統合環境
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　LMML：Legal  medic ine mark-up language
    日本法医学会が認定した操作手順に基づいて
    解剖データを保存・利用するための
    専用マークアップ言語 [3]

　計算法科学視覚解析環境の全体像
    本プロジェクトでは FORSETI  [1] と THEMIS  [2] で
    構成された法科学データの視覚解析環境を提案（図１）．
    すべての案件が LMML 形式で管理され，    
    ブラウジングとオーサリングが可能．
    この環境によって，法医解剖と電子裁判（e 裁判）
    における容易かつ正確な解剖データの分析を実現

「犯罪の重大さを適正に判断する」法科学データの視覚解析統合環境

　創傷画像間の意味的類似度を計算
    ・創傷のもつ意味は発現要因（成傷機転）によって変化
    ・法医の助言を得て，形態特徴と色の特徴を定義
    ・創傷画像から定義した特徴を抽出し，特徴ベクトルを生成
    ・意味の数学モデル [Kiyoki  1994] を用いて，
　　 成傷機転ごとに創傷間の意味的類似度を算出
    ・発現要因の変更による創傷画像間類似度の変化を
      視覚分析可能に

図 3 THEMIS のアーキテクチャ

　再検証が可能な解剖調書を作成

図 2 FORSETI のユーザインタフェース
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・法医解剖では，法医と放射線科医が協力して遺体を検死
・物理的な剖検（PA）と仮想的な剖検（VA）の解剖調書を
  記述するため，LMML の拡張版（x-LMML）を定義
・x-LMML を用いた，オーサリング機能を開発
・git の機能をラッピングして，剖検結果の出自を可視化し，
  法医と放射線科医のそれぞれが VA と PA の結果の
  参照を容易に

AV：Appl ied Visual izat ion（2021）


